
 
当社は、一般社団法人資産運用業協会（以下、「協会」という。）の定款の施行に関する規則第9条第1項第

17号、及び第18号の規定に基づき、別紙様式第22号の「正会員の財務状況等に関する届出書」、及び別紙様式

第23号の「正会員の財務状況等に関する変更届出書」（別紙様式第22号及び第23号を合わせて、以下、「協会

報告書面」という。）を協会に提出し、当社のHPに当該協会報告書面を掲載するとともに、協会HPに当社の

当該掲載箇所ヘの直接のリンク先を登録しております。 

当社が、関東財務局長に提出した特定有価証券の有価証券報告書及び半期報告書は、EDINETにて閲覧が可能

です。 

なお、協会報告書面中の監査報告書／中間監査報告書は、監査報告書／中間監査報告書の原本に記載された

事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。 
 

 



別紙様式第 22 号 

申請日 2026 年７月９日 

 

一般社団法人 資産運用業協会 

会長 殿 

 

 

（商号又は名称）東京海上アセットマネジメント株式会社 

 

 

正会員の財務状況等に関する届出書 

 

 

当社の財務状況等に係る会計監査が終了いたしましたので、貴協会の定款の施行に関する

規則第９条第１項第 17 号の規定に基づき、下記のとおり報告いたします。 

 

１．委託会社等の概況 

2026 年５月末日現在、資本金の額は 20億円です。なお、会社の発行可能株式総数は 160,000

株であり、38,300 株を発行済みです。最近５年間における資本金の額の増減はありません。 

委託会社業務執行上重要な事項は、取締役会の決議をもって決定します。取締役の選任は

株主総会において、議決権を行使することができる株主の３分の１以上を有する株主が出席

し、その議決権の過半数をもってこれを行い、累積投票によらないものとします。取締役の

任期は、選任後１年内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会の終結の

時までとします。取締役会はその決議をもって、取締役中より代表取締役を選任します。 

投資信託の投資運用の意思決定プロセスは以下の通りです。 

①運用本部で運用計画案、収益分配方針案等の運用の基本方針案を作成します。 

②運用の基本方針は、運用本部長を委員長とする投資政策委員会で投資環境見通し等をふま

えて決定されます。 

③決定された運用の基本方針に基づき、具体的運用計画を策定し、運用を行います。 

④売買の執行はトレーディング部が行います。 

⑤運用部門とは独立した運用リスク管理部門にて運用評価、ガイドライン遵守状況のチェッ

クを行い、運用リスク管理部門担当役員を委員長としリスク管理部を事務局とする運用管

理委員会に結果報告します。 

⑥運用管理委員会から投資政策委員会へ運用評価、ガイドライン遵守状況がフィードバック

され次の基本方針決定に生かされます。 

 

  



２．事業の内容及び営業の概況 

「投資信託及び投資法人に関する法律」に定める投資信託委託会社である委託会社は、証券

投資信託の設定を行うとともに「金融商品取引法」に定める金融商品取引業者としてその運用

（投資運用業）を行っています。また「金融商品取引法」に定める投資助言業務を行っていま

す。 

2026 年５月末日現在、委託会社が運用を行っている証券投資信託（親投資信託を除きます。）

は次の通りです。 

 本数 純資産総額（百万円） 

追加型公社債投資信託 0 0 

追加型株式投資信託 175 3,067,466 

単位型公社債投資信託 1 1,814 

単位型株式投資信託 24 93,409 

合計 200 3,162,691 

 



 

３．委託会社等の経理状況 

 

１．  当社の財務諸表は「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省

令第59号）並びに同規則第２条により、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年

内閣府令第52号）に基づいて作成しております。 

 

２．  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第41期事業年度（2025年４月１

日から2026年３月31日まで）の財務諸表について、PwC Japan有限責任監査法人により監査を

受けております。 

 

  



 

(1)貸借対照表 

（単位：千円） 

 
第40期 

（2025年３月31日現在） 

第41期 

（2026年３月31日現在） 

資産の部     

流動資産     

現金・預金  1,643,002  1,625,101 

金銭の信託  -  307,159 

前払費用  504,626  490,214 

関係会社短期貸付金 ＊１ 19,384,558 ＊１ 20,892,677 

未収委託者報酬  3,544,046  4,847,689 

未収収益  3,929,834  5,109,447 

未収入金  12,841  - 

その他の流動資産  34,763  138,949 

流動資産計  29,053,672  33,411,239 

固定資産     

有形固定資産 ＊２ 646,419 ＊２ 1,105,993 

建物  387,569  833,126 

器具備品  167,868  178,143 

リース資産  90,981  94,723 

無形固定資産  614,848  645,566 

電話加入権  3,795  3,795 

ソフトウエア  410,834  583,228 

ソフトウエア仮勘定  200,219  58,543 

投資その他の資産  3,375,118  4,075,860 

投資有価証券  45,279  57,733 

関係会社株式  1,641,087  1,647,722 

その他の関係会社有価証券  80,000  82,100 

長期前払費用  85,968  86,383 

敷金  474,324  498,016 

その他長期差入保証金  21,230  10,030 

繰延税金資産  1,027,229  1,693,875 

固定資産計  4,636,386  5,827,421 

資産合計  33,690,058  39,238,660 

負債の部     

流動負債     

未払金  4,569,098  5,914,754 

未払手数料  1,597,903  2,220,610 

その他未払金  2,971,194  3,694,143 

未払費用  419,084  791,090 

未払消費税等  176,930  702,662 

未払法人税等  679,000  2,023,000 

預り金  55,624  53,321 

前受収益  2,517  2,401 

賞与引当金  430,032  392,673 

役員賞与引当金  -  60,000 

リース債務  18,913  24,750 

その他の流動負債  1  12 

流動負債計  6,351,202  9,964,666 

固定負債     

長期未払金  7,284  7,045 

業績連動賞与引当金  -  66,666 

役員賞与引当金  -  20,941 



 

資産除去債務  -  492,154 

退職給付引当金  929,235  935,105 

リース債務  70,555  68,613 

固定負債計  1,007,074  1,590,526 

負債合計  7,358,277  11,555,193 

純資産の部     

株主資本  26,322,588  27,666,191 

資本金  2,000,000  2,000,000 

資本剰余金  400,000  400,000 

  その他資本剰余金  400,000  400,000 

利益剰余金  23,922,588  25,266,191 

利益準備金  500,000  500,000 

その他利益剰余金  23,422,588  24,766,191 

繰越利益剰余金  23,422,588  24,766,191 

評価・換算差額等  9,192  17,275 

その他有価証券評価差額金  9,192  17,275 

純資産合計  26,331,781  27,683,467 

負債・純資産合計  33,690,058  39,238,660 

 

(2)損益計算書 

（単位：千円） 

 

第40期 

（自 2024年４月１日 

 至 2025年３月31日） 

第41期 

（自 2025年４月１日 

 至 2026年３月31日） 

営業収益     

委託者報酬  15,942,593  18,818,899 

運用受託報酬  13,704,198  15,411,642 

投資助言報酬  119,640  123,482 

その他営業収益  698,269  666,211 

営業収益計  30,464,702  35,020,236 

営業費用     

支払手数料  7,184,184  8,662,546 

広告宣伝費  208,842  165,675 

調査費  9,117,522  11,172,831 

調査費  3,569,637  3,574,998 

委託調査費  5,547,885  7,597,832 

委託計算費  130,446  121,085 

営業雑経費  266,277  267,253 

通信費  59,666  64,109 

印刷費  154,034  154,355 

協会費  26,294  22,849 

諸会費  16,846  16,437 

図書費  9,435  9,502 

営業費用計  16,907,274  20,389,391 

一般管理費     

給料  4,011,683  4,070,342 

役員報酬  78,387  96,048 

給料・手当  3,201,466  3,224,709 

賞与  731,830  749,585 

交際費  20,001  30,250 

寄付金  1,400  2,891 

旅費交通費  191,110  202,047 

租税公課  92,032  192,070 



 

不動産賃借料  468,092  468,091 

退職給付費用  180,129  170,331 

賞与引当金繰入  430,032  392,673 

業績連動賞与引当金繰入  -  66,666 

役員賞与引当金繰入  -  80,941 

固定資産減価償却費  277,210  382,648 

法定福利費  713,675  744,124 

福利厚生費  13,064  19,350 

諸経費  482,971  541,658 

一般管理費計  6,881,403  7,364,090 

営業利益  6,676,024  7,266,753 

営業外収益     

受取利息  41,081  145,296 

受取配当金  2,222  1,778 

金銭の信託運用益  -  7,227 

雑益  15,596  9,622 

営業外収益計  58,900  163,926 

営業外費用     

支払利息  686  2,019 

為替差損  29,798  75,377 

雑損  4,633  4,627 

営業外費用計  35,118  82,024 

経常利益  6,699,806  7,348,654 

特別利益     

投資有価証券売却益  -  331 

関係会社清算益  172,297  - 

特別利益計  172,297  331 

特別損失     

固定資産除却損  14  - 

投資有価証券売却損  -  227 

ゴルフ会員権売却損  -  1,400 

関係会社清算損  2,236  - 

特別損失計  2,251  1,627 

税引前当期純利益  6,869,851  7,347,358 

法人税、住民税及び事業税  1,825,606  2,823,325 

法人税等調整額  230,702  △ 670,366 

法人税等合計  2,056,308  2,152,958 

当期純利益  4,813,542  5,194,399 

 

(3)株主資本等変動計算書 

第40期（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日） 

(単位：千円) 

 

株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

その他資本 

剰余金 

資本剰余金 

合計 
利益準備金 

その他利益 

剰余金 

繰越利益 

剰余金 

当期首残高 2,000,000 400,000 400,000 500,000 22,396,494 

当期変動額          

 剰余金の配当      △ 3,787,448 



 

 当期純利益      4,813,542 

 株主資本以外の項目の 

 当期変動額（純額） 
     

当期変動額合計 - - - - 1,026,094 

当期末残高 2,000,000 400,000 400,000 500,000 23,422,588 

 

 

株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
利益剰余金 

株主資本 

合計 

その他 

有価証券 

評価差額金 

評価・換算 

差額等 

合計 
利益剰余金 

合計 

当期首残高 22,896,494 25,296,494 10,599 10,599 25,307,093 

当期変動額      

 剰余金の配当 △ 3,787,448 △ 3,787,448   △ 3,787,448 

 当期純利益 4,813,542 4,813,542   4,813,542 

 株主資本以外の項目の 

 当期変動額（純額） 
  △ 1,406 △ 1,406 △ 1,406 

当期変動額合計 1,026,094 1,026,094 △ 1,406 △ 1,406 1,024,687 

当期末残高 23,922,588 26,322,588 9,192 9,192 26,331,781 

 

第41期（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日） 

(単位：千円) 

 

株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

その他資本 

剰余金 

資本剰余金 

合計 
利益準備金 

その他利益 

剰余金 

繰越利益 

剰余金 

当期首残高 2,000,000 400,000 400,000 500,000 23,422,588 

当期変動額          

 剰余金の配当      △ 3,850,796 

 当期純利益      5,194,399 

 株主資本以外の項目の 

 当期変動額（純額） 
     

当期変動額合計 - - - - 1,343,603 

当期末残高 2,000,000 400,000 400,000 500,000 24,766,191 

 

 

株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
利益剰余金 

株主資本 

合計 

その他 

有価証券 

評価差額金 

評価・換算 

差額等 

合計 
利益剰余金 

合計 

当期首残高 23,922,588 26,322,588 9,192 9,192 26,331,781 

当期変動額      

 剰余金の配当 △ 3,850,796 △ 3,850,796   △ 3,850,796 

 当期純利益 5,194,399 5,194,399   5,194,399 

 株主資本以外の項目の 

 当期変動額（純額） 
  8,083 8,083 8,083 

当期変動額合計 1,343,603 1,343,603 8,083 8,083 1,351,686 

当期末残高 25,266,191 27,666,191 17,275 17,275 27,683,467 



 

 

注記事項 

（重要な会計方針） 

第41期（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日） 

１．有価証券の評価基準及び評価方法 

(1) 子会社株式及び関連会社株式並びにその他の関係会社有価証券 

移動平均法による原価法 

(2) その他有価証券 

① 市場価格のない株式等以外のもの 

当事業年度末日の市場価格等に基づく時価法 

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定） 

② 市場価格のない株式等 

移動平均法による原価法 

 

２．金銭の信託の評価基準及び評価方法 

(1) 運用目的の金銭の信託 

時価法 

 

３．固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法を採用しております。ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備について

は、定額法を採用しております。また、取得価額が10万円以上20万円未満の少額減価償却資産に

ついては、一括償却資産として３年間で均等償却する方法を採用しております。 

(2) 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可

能期間（5年）に基づく定額法によっております。 

(3) リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リースに係る有形固定資産中のリース資産は、リース期間を耐用

年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 

４．引当金の計上基準 

(1) 賞与引当金 

従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額の当期負担額を計上しております。 

(2) 業績連動賞与引当金 

従業員に対する業績連動賞与の支給に充てるため、当事業年度末における支給見込額のうち、

当事業年度末までの期間に帰属する金額を計上しております。 

(3) 役員賞与引当金 

役員に対する賞与の支給に充てるため、当事業年度末における支給見込額のうち、当事業年度

末までの期間に帰属する金額を計上しております。 

なお、翌事業年度中の支給見込額は流動負債に、翌々事業年度以降の支給見込額は固定負債に

それぞれ計上しております。 

(4) 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上し



 

ております。 

① 退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法に

ついては給付算定式基準によっております。 

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法 

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しておりま

す。 

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定

額法により費用処理しております。 

 

５．収益及び費用の計上基準 

当社は、顧客への投資運用業及び投資助言・代理業に関するサービスから生じる委託者報酬、

運用受託報酬等により収益を獲得しております。これらには成功報酬が含まれる場合がありま

す。 

(1) 運用報酬 

投資運用・助言サービスのうち運用資産残高等を基礎として算定される報酬（運用報酬）につ

いては、当該サービスに係る履行義務は日々充足されると判断し、運用期間にわたり収益として

認識しております。確定した報酬は、月次、年4回、年2回もしくは年1回受け取ります。 

(2) 成功報酬 

成功報酬は、契約上定められる超過収益の達成等により履行義務を充足し、報酬額及び支払わ

れることが確定した時点で収益として認識しております。確定した報酬は、履行義務充足時点か

ら短期間で支払いを受けます。 

 

（重要な会計上の見積り） 

第40期 

2025年３月31日現在 

第41期 

2026年３月31日現在 

当事業年度の財務諸表の作成にあたって行っ

た会計上の見積りが翌事業年度の財務諸表に重

要な影響を及ぼすリスクを識別していないた

め、注記を省略しております。 

同左 

 

（未適用の会計基準等） 

第41期 

自 2025年４月１日 

至 2026年３月31日 

・「リースに関する会計基準」（企業会計基準第34号 2024年９月13日） 

・「リースに関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第33号 2024年９月13日） 

ほか、関連する企業会計基準、企業会計基準適用指針、実務対応報告及び移管指針の改定 

 

(1）概要 

企業会計基準委員会において、日本基準を国際的に整合性のあるものとする取組みの一環と

して、借手の全てのリースについて資産及び負債を認識するリースに関する会計基準の開発に

向けて、国際的な会計基準を踏まえた検討が行われ、基本的な方針として、IFRS第16号の単一

の会計処理モデルを基礎とするものの、IFRS第16号の全ての定めを採り入れるのではなく、主

要な定めのみを採り入れることにより、簡素で利便性が高く、かつ、IFRS第16号の定めを個別

財務諸表に用いても、基本的に修正が不要となることを目指したリース会計基準等が公表され



 

ました。 

借手の会計処理として、借手のリースの費用配分の方法については、IFRS第16号と同様に、

リースがファイナンス・リースであるかオペレーティング・リースであるかにかかわらず、全

てのリースについて使用権資産に係る減価償却費及びリース負債に係る利息相当額を計上する

単一の会計処理モデルが適用されます。 

 

(2）適用予定日 

2028年3月期の期首から適用します。 

 

(3）当該会計基準等の適用による影響 

「リースに関する会計基準」等の適用による財務諸表に与える影響額については、現時点で

評価中であります。 

 

（貸借対照表関係） 

第40期 

2025年３月31日現在 

第41期 

2026年３月31日現在 

＊１．当社は、グループ全体の資金管理や資金効

率の向上をはかることを目的として、キャ

ッシュ・マネジメント・システム（以下

「CMS」）を導入しております。当社は、関

係会社と、CMSによる貸出コミットメントを

定めた金銭消費貸借契約を締結していま

す。「関係会社短期貸付金」は、これによ

る貸付金であります。CMSにおける貸出コミ

ットメントに係る貸出未実行残高は次のと

おりであります。 

貸出コミットメント 

の総額 

30,000,000千円

貸出実行残高 19,384,558千円

差引額 10,615,441千円

なお、上記金銭消費貸借契約書におい

て、経済情勢、金融情勢の変化、契約当事

者の経営状態の変化、その他事由があると

きには、貸出コミットメントの金額及び利

息の条件について、契約当事者間で同意の

上で変更できるものと定められており、必

ずしも全額が貸出実行されるものではあり

ません。また、当社の資金が不足している

場合には、資金を借り入れる場合がありま

す。 

＊１．当社は、グループ全体の資金管理や資金効

率の向上をはかることを目的として、キャ

ッシュ・マネジメント・システム（以下

「CMS」）を導入しております。当社は、関

係会社と、CMSによる貸出コミットメントを

定めた金銭消費貸借契約を締結していま

す。「関係会社短期貸付金」は、これによ

る貸付金であります。CMSにおける貸出コミ

ットメントに係る貸出未実行残高は次のと

おりであります。 

貸出コミットメント 

の総額 

30,000,000千円

貸出実行残高 20,892,677千円

差引額 9,107,322千円

なお、上記金銭消費貸借契約書におい

て、経済情勢、金融情勢の変化、契約当事

者の経営状態の変化、その他事由があると

きには、貸出コミットメントの金額及び利

息の条件について、契約当事者間で同意の

上で変更できるものと定められており、必

ずしも全額が貸出実行されるものではあり

ません。また、当社の資金が不足している

場合には、資金を借り入れる場合がありま

す。 

＊２．有形固定資産の減価償却累計額は次のとお

りであります。 

＊２．有形固定資産の減価償却累計額は次のとお

りであります。 

建物 292,639千円

器具備品 533,641千円

リース資産 8,271千円
 

建物 339,236千円

器具備品 540,326千円

リース資産 34,019千円
 

 

（損益計算書関係） 



 

第40期 

自 2024年４月１日 

至 2025年３月31日 

第41期 

自 2025年４月１日 

至 2026年３月31日 

関係会社に対する営業外収益のうち、雑益の

合計額は営業外収益の総額の100分の10を超え

ており、その金額は7,222千円であります。 

- 

 

（株主資本等変動計算書関係） 

第40期（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日） 

１．発行済株式に関する事項 

（単位：株） 

株式の種類 
2024年４月１日 

現在 
増加 減少 

2025年３月31日 

現在 

普通株式 38,300 - - 38,300 

 

２．配当に関する事項 

(1)  配当金支払額 

2024年６月26日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。 

・普通株式の配当に関する事項 

(イ) 配当金の総額                     3,787,448千円 

(ロ) １株当たり配当額                      98,889円 

(ハ) 基準日                            2024年３月31日 

(ニ) 効力発生日                      2024年６月26日 

 

(2)  基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

2025年６月26日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。 

・普通株式の配当に関する事項 

(イ) 配当金の総額                     3,850,796千円 

(ロ) 配当の原資               繰越利益剰余金 

(ハ) １株当たり配当額                     100,543円 

(ニ) 基準日                            2025年３月31日 

(ホ) 効力発生日                      2025年６月26日 

 

第41期（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日） 

１．発行済株式に関する事項 

（単位：株） 

株式の種類 
2025年４月１日 

現在 
増加 減少 

2026年３月31日 

現在 

普通株式 38,300 - - 38,300 

 

２．配当に関する事項 

(1)  配当金支払額 

2025年６月26日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。 

・普通株式の配当に関する事項 

(イ) 配当金の総額                     3,850,796千円 

(ロ) １株当たり配当額                     100,543円 

(ハ) 基準日                            2025年３月31日 

(ニ) 効力発生日                      2025年６月26日 

 

(2)  基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 



 

2026年６月25日の定時株主総会において、次のとおり配当を提案する予定であります。 

・普通株式の配当に関する事項 

(イ) 配当金の総額                     4,155,511千円 

(ロ) 配当の原資               繰越利益剰余金 

(ハ) １株当たり配当額                     108,499円 

(ニ) 基準日                            2026年３月31日 

(ホ) 効力発生日                      2026年６月25日 

 

（リース取引関係） 

所有権移転外ファイナンス・リース取引 

第40期 

自 2024年４月１日 

至 2025年３月31日 

第41期 

自 2025年４月１日 

至 2026年３月31日 

１．リース資産の内容 

有形固定資産 

主として、社内システム用ハードウェア

（器具備品）であります。 

１．リース資産の内容 

同左 

 

２．リース資産の減価償却の方法 

「重要な会計方針」の「３. 固定資産の

減価償却の方法」に記載の通りでありま

す。 

 

２．リース資産の減価償却の方法 

同左 

 

 

（金融商品関係） 

１．金融商品の状況に関する事項 

第40期 

自 2024年４月１日 

至 2025年３月31日 

第41期 

自 2025年４月１日 

至 2026年３月31日 

(1) 金融商品に対する取組方針 

当社の資本は本来の事業目的のために使用

することを基本とし、資産の運用に際して

は、資産運用リスクを極力最小限に留めるこ

とを基本方針としております。 

 

(2) 金融商品の内容及びそのリスク 

営業債権である未収収益は顧客の信用リス

クに晒されており、未収委託者報酬は市場リ

スクに晒されております。投資有価証券は、

主にファンドの自己設定に関連する投資信託

であり、基準価額の変動リスクに晒されてお

ります。 

営業債務である未払金は、ほとんどが１年

以内の支払期日であり、流動性リスクに晒さ

れております。 

 

 

 

 

 

(3) 金融商品に係るリスク管理体制 

① 信用リスク 

(1) 金融商品に対する取組方針 

同左 

 

 

 

 

(2) 金融商品の内容及びそのリスク 

営業債権である未収収益は顧客の信用リス

クに晒されており、未収委託者報酬は市場リ

スクに晒されております。投資有価証券は、

主にファンドの自己設定に関連する投資信託

であり、基準価額の変動リスクに晒されてお

ります。金銭の信託を通じて保有している投

資信託は、基準価額の変動リスクに晒されて

おりますが、その大部分については株価指数

先物等のデリバティブ取引によりヘッジして

おります。  

営業債務である未払金は、ほとんどが１年

以内の支払期日であり、流動性リスクに晒さ

れております。 

 

(3) 金融商品に係るリスク管理体制 

① 信用リスク 



 

未収収益については、管理部門において取

引先ごとに期日及び残高を把握することで、

回収懸念の早期把握や軽減を図っておりま

す。 

 

② 市場リスク 

未収委託者報酬には、運用資産の悪化から

回収できず当社が損失を被るリスクが存在し

ますが、過去の回収実績からリスクは僅少で

あると判断しております。 

投資有価証券については、管理部門におい

て定期的に時価を把握する体制としておりま

す。 

 

③ 流動性リスク 

当社は、日々資金残高管理を行っており流

動性リスクを管理しております。 

同左 

 

 

 

 

② 市場リスク 

未収委託者報酬には、運用資産の悪化から

回収できず当社が損失を被るリスクが存在し

ますが、過去の回収実績からリスクは僅少で

あると判断しております。 

投資有価証券並びに金銭の信託について

は、管理部門において定期的に時価を把握す

る体制としております。 

 
③ 流動性リスク 

同左 

 

２．金融商品の時価等に関する事項 

第40期（2025年３月31日現在） 

2025年３月31日現在における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおり

であります。 
（単位：千円） 

 貸借対照表計上額 時価 差額 

投資有価証券 

その他有価証券  

 

45,279 

 

45,279 

 

- 

敷金 474,324 471,310 △3,013 

資産計 519,603 516,589 △3,013 

リース債務（注3） 89,468 88,245 △1,222 

長期未払金（注4） 9,317 8,824 △492 

負債計 98,785 97,070 △1,715 

 

（注1）以下の金融商品については、現金であること、及び短期で決済されるため時価が帳簿価額に近

似するものであることから、記載を省略しております。 
現金・預金 

関係会社短期貸付金 

未収委託者報酬 

未収収益 

未収入金 

預り金 

未払金（１年内返済予定の長期未払金を除く） 

未払費用 

 

（注2）関係会社株式及びその他の関係会社有価証券については、市場価格のない株式等に該当するこ

とから、時価を注記しておりません。これらの貸借対照表計上額は、それぞれ以下のとおりで

す。 

（単位：千円） 

 貸借対照表計上額 

関係会社株式  

子会社株式 1,641,087 

その他の関係会社有価証券 80,000 



 

 

（注3）リース債務については、１年内返済予定のリース債務を含めております。 

（注4）長期未払金については、１年内返済予定の長期未払金を含んでおります。 

 

（注5）金銭債権及び満期がある有価証券の決算日後の償還予定額 

（単位：千円）

 
１年以内 

１年超 

５年以内 

５年超 

10年以内 
10年超 

関係会社短期貸付金 19,384,558 - - - 

投資有価証券 

その他有価証券のうち満期が

あるもの 

866 8,257 8,534 - 

合計 19,385,424 8,257 8,534 - 
 

（注6）リース債務及び長期未払金の決算日後の返済予定額 

（単位：千円）

 
１年以内 

１年超 

２年以内 

２年超 

３年以内 

３年超 

４年以内 

４年超 

５年以内 
５年超 

リース債務（注3） 18,913 19,247 19,586 19,932 11,789 - 

長期未払金（注4） 2,032 2,032 2,032 2,032 1,185 - 

合計 20,946 21,279 21,619 21,965 12,974 - 
 

第41期（2026年３月31日現在） 

2026年３月31日現在における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおり

であります。 
（単位：千円） 

 貸借対照表計上額 時価 差額 

金銭の信託 307,159 307,159 - 

投資有価証券 

その他有価証券  

 

57,733 

 

57,733 

 

- 

敷金 498,016 455,468 △42,547 

資産計 862,908 820,361 △42,547 

リース債務（注3） 93,363 91,833 △1,529 

長期未払金（注4） 9,676 9,183 △492 

負債計 103,039 101,017 △2,022 

 
（注1）以下の金融商品については、現金であること、及び短期で決済されるため時価が帳簿価額に近

似するものであることから、記載を省略しております。 
現金・預金 

関係会社短期貸付金 

未収委託者報酬 

未収収益 

預り金 

未払金（１年内返済予定の長期未払金を除く） 

未払費用 

 

（注2）関係会社株式及びその他の関係会社有価証券については、市場価格のない株式等に該当するこ

とから、時価を注記しておりません。これらの貸借対照表計上額は、それぞれ以下のとおりで

す。 

 



 

（単位：千円） 

 貸借対照表計上額 

関係会社株式  

子会社株式 1,647,722 

その他の関係会社有価証券 82,100 

 

（注3）リース債務については、１年内返済予定のリース債務を含めております。 

（注4）長期未払金については、１年内返済予定の長期未払金を含んでおります。 

 

（注5）金銭債権及び満期がある有価証券の決算日後の償還予定額 

（単位：千円）

 
１年以内 

１年超 

５年以内 

５年超 

10年以内 
10年超 

関係会社短期貸付金 20,892,677 - - - 

投資有価証券 

その他有価証券のうち満期が

あるもの 

4,547 12,446 2,317 10 

合計 20,897,224 12,446 2,317 10 

 

（注6）リース債務及び長期未払金の決算日後の返済予定額 

（単位：千円）

 １年以内 
１年超 

２年以内 

２年超 

３年以内 

３年超 

４年以内 

４年超 

５年以内 
５年超 

リース債務（注3） 24,750 25,220 25,699 17,693 - - 

長期未払金（注4） 2,630 2,630 2,630 1,783 - - 

合計 27,380 27,851 28,330 19,477 - - 

 

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 
第40期（2025年３月31日現在） 

金融商品の時価を時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つの

レベルに分類しております。 

 

レベル１の時価 ： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成

される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により

算定した時価 

レベル２の時価 ： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以

外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価 ： 観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

 
(1)時価で貸借対照表に計上している金融商品 

 （単位：千円） 

 時価 

 レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

投資有価証券 

その他有価証券 

 

- 

 

45,279 

 

- 

 

45,279 

資産計 - 45,279 - 45,279 

 
(2)時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 

 （単位：千円） 

 時価 

 レベル１ レベル２ レベル３ 合計 



 

 敷金 - 471,310 - 471,310 

資産計 - 471,310 - 471,310 

リース債務（注2） - 88,245 - 88,245 

長期未払金（注3） - 8,824 - 8,824 

負債計 - 97,070 - 97,070 

 

（注1）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

投資有価証券 

 投資信託は基準価額を用いて評価しており、活発な市場における相場価格とはいえないこ

とから、レベル２の時価に分類しております。 

敷金 

 敷金は、回収可能性を反映した将来キャッシュ・フローを残存期間に対応する国債の利回

り等で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。 
リース債務 

 リース債務の時価については、元利金の合計額を同様の新規リース取引を行った場合に想

定される利率で割り引いて算定しており、レベル２の時価に分類しております。 

長期未払金 

 長期未払金の時価については、新規に同様の契約を行った場合に想定される利率で割り引

いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。 

 

（注2）リース債務については、１年内返済予定のリース債務を含めております。 

（注3）長期未払金については、１年内返済予定の長期未払金を含んでおります。 

 

第41期（2026年３月31日現在） 

金融商品の時価を時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つの

レベルに分類しております。 

 

レベル１の時価 ： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成

される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により

算定した時価 

レベル２の時価 ： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以

外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価 ： 観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

 
(1)時価で貸借対照表に計上している金融商品 

 （単位：千円） 

 時価 

 レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

金銭の信託（注2） 4,835 302,323 - 307,159 

投資有価証券 

その他有価証券 

 

- 

 

57,733 

 

- 

 

57,733 

資産計 4,835 360,057 - 364,892 

 
(2)時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 

 （単位：千円） 

 時価 

 レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

 敷金 - 455,468 - 455,468 

資産計 - 455,468 - 455,468 

リース債務（注3） - 91,833 - 91,833 

長期未払金（注4） - 9,183 - 9,183 

負債計 - 101,017 - 101,017 



 

 

（注1）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

金銭の信託 

 信託財産は、主として投資信託、デリバティブ取引、その他の資産（銀行勘定貸等）で構

成されております。 

信託財産のうち、投資信託は基準価額を用いて評価しており、活発な市場における相場価

格とはいえないことから、レベル２の時価に分類しております。 

信託財産のうち、デリバティブ取引に関しては、株価指数先物の取引所の価額により算定

しており、活発な市場における無調整の相場価格を利用できることから、レベル１の時価に

分類しております。 

信託財産のうち、銀行勘定貸については、取引先金融機関から提供された価格により算定

しており、活発な市場における相場価格とはいえないことから、レベル２の時価に分類して

おります。 

投資有価証券 

 投資信託は基準価額を用いて評価しており、活発な市場における相場価格とはいえないこ

とから、レベル２の時価に分類しております。 

敷金 

 敷金は、回収可能性を反映した将来キャッシュ・フローを残存期間に対応する国債の利回

り等で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。 
リース債務 

 リース債務の時価については、元利金の合計額を同様の新規リース取引を行った場合に想

定される利率で割り引いて算定しており、レベル２の時価に分類しております。 

長期未払金 

 長期未払金の時価については、新規に同様の契約を行った場合に想定される利率で割り引

いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。 

 

（注2）金銭の信託の信託財産のうち、デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で

表示しており、合計で正味の債務となる項目については、△で示しております。 

（注3）リース債務については、１年内返済予定のリース債務を含めております。 

（注4）長期未払金については、１年内返済予定の長期未払金を含んでおります。 

 

（有価証券関係） 

第40期 

2025年３月31日現在 

第41期 

2026年３月31日現在 

１．子会社株式及びその他の関係会社有価証券 

 

子会社株式（貸借対照表計上額 1,641,087

千円）及びその他の関係会社有価証券（貸借

対照表計上額 80,000千円）は、市場価格の

ない株式等に該当することから、記載してお

りません。 

１．子会社株式及びその他の関係会社有価証券 

 

子会社株式（貸借対照表計上額 1,647,722

千円）及びその他の関係会社有価証券（貸借

対照表計上額 82,100千円）は、市場価格の

ない株式等に該当することから、記載してお

りません。 

 

２．その他有価証券 

（単位：千円） 

区分 
貸借対照表

計上額 
取得原価 差額 

①貸借対照 

表計上額が 

取得原価を 

超えるもの 

   

 

２．その他有価証券 

（単位：千円） 

区分 
貸借対照表

計上額 
取得原価 差額 

①貸借対照 

表計上額が 

取得原価を 

超えるもの 

   



 

証券投資 

信託 
33,551 17,453 16,098 

②貸借対照 

表計上額が 

取得原価を 

超えないも 

の 

   

証券投資 

信託 
11,727 14,402 △2,674 

合計 45,279 31,855 13,423 
 

証券投資 

信託 
48,870 21,274 27,596 

②貸借対照 

表計上額が 

取得原価を 

超えないも 

の 

   

証券投資 

信託 
8,862 11,231 △2,368 

合計 57,733 32,505 25,227 
 

 

３．当事業年度中に売却したその他有価証券 

該当する取引はありません。 

 

３．当事業年度中に売却したその他有価証券 

（単位：千円） 

区分 売却額 
売却益の

合計額 

売却損の

合計額 

株式 - - - 

債券 - - - 

その他 1,330 331 227 

合計 1,330 331 227 
 

 

（金銭の信託関係） 

第40期 

2025年３月31日現在 

第41期 

2026年３月31日現在 

 - 運用目的の金銭の信託 

（単位：千円） 

 
 

 
貸借対照表 

計上額 

当事業年度の

損益に含まれ

た評価差額 

運用目的の 

金銭の信託 
307,159 37,035 

 

（収益認識関係） 

第40期（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日） 

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

   （単位：千円） 
 運用報酬 成功報酬 合計 

委託者報酬 15,928,520 14,072 15,942,593 

運用受託報酬 13,578,919 125,279 13,704,198 

投資助言報酬 119,640 - 119,640 

その他営業収益 698,269 - 698,269 

合計 30,325,350 139,352 30,464,702 

 

２．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに

当事業年度末において存在する顧客との契約から当事業年度の末日後に認識すると見込まれる収

益の金額及び時期に関する情報 

 

顧客との契約から生じた債権等 



 

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 7,611,757千円 

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 7,473,880千円 

（＊）なお、当事業年度の期首及び期末において、顧客との契約から生じた契約資産及び契約負債

はありません。 

 

第41期（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日） 

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

   （単位：千円） 
 運用報酬 成功報酬 合計 

委託者報酬 18,679,522 139,377 18,818,899 

運用受託報酬 14,090,123 1,321,519 15,411,642 

投資助言報酬 123,482 - 123,482 

その他営業収益 666,211 - 666,211 

合計 33,559,339 1,460,896 35,020,236 

 

２．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに

当事業年度末において存在する顧客との契約から当事業年度の末日後に認識すると見込まれる収

益の金額及び時期に関する情報 

 

顧客との契約から生じた債権等 

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 7,473,880千円 

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 9,957,136千円 

（＊）なお、当事業年度の期首及び期末において、顧客との契約から生じた契約資産及び契約負債

はありません。 

 

（退職給付関係） 

第40期（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日） 

１．採用している退職給付制度の概要 

当社は、従業員の退職給付に備えるため、非積立型の確定給付制度及び確定拠出年金制度を採用

しております。 
 
退職一時金制度（非積立型制度であります。）では、当社従業員を制度対象として、給与と勤続

年数に基づき算出した一時金を支給しております。受入出向者については退職給付負担金を支払っ

ており、損益計算書上の退職給付費用には当該金額が含まれております。貸借対照表上は出向期間

３年以下の出向者に係る金額が退職給付引当金に、出向期間３年超の出向者に係る金額がその他未

払金にそれぞれ含まれております。 

 

２．確定給付制度 

(1) 退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表 

退職給付債務の期首残高 940,999千円 

勤務費用 69,192千円 

利息費用 8,142千円 

数理計算上の差異の発生額 △54,402千円 

退職給付の支払額 △76,437千円 

退職給付債務の期末残高 887,494千円 

 



 

(2) 退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金及び前払年金費

用の調整表 

積立型制度の退職給付債務 - 

年金資産 - 

 - 

非積立型制度の退職給付債務 887,494千円 

未積立退職給付債務 887,494千円 

未認識数理計算上の差異 41,740千円 

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 929,235千円 

  

退職給付引当金 929,235千円 

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 929,235千円 

 

(3) 退職給付費用及びその内訳項目の金額 

勤務費用 69,192千円 

利息費用 8,142千円 

数理計算上の差異の費用処理額 1,127千円 

その他 10,501千円 

確定給付制度に係る退職給付費用 88,963千円 

 

(4) 数理計算上の計算基礎に関する事項 

当事業年度末における主要な数理計算上の計算基礎（加重平均で表しております。） 

割引率 1.5％ 

 

３．確定拠出制度 

当社の確定拠出制度への要拠出額は、91,165千円であります。 

 

第41期（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日） 

１．採用している退職給付制度の概要 

当社は、従業員の退職給付に備えるため、非積立型の確定給付制度及び確定拠出年金制度を採用

しております。 
 
退職一時金制度（非積立型制度であります。）では、当社従業員を制度対象として、給与と勤続

年数に基づき算出した一時金を支給しております。受入出向者については退職給付負担金を支払っ

ており、損益計算書上の退職給付費用には当該金額が含まれております。貸借対照表上は出向期間

３年以下の出向者に係る金額が退職給付引当金に、出向期間３年超の出向者に係る金額がその他未

払金にそれぞれ含まれております。 

 

２．確定給付制度 

(1) 退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表 

退職給付債務の期首残高 887,494千円 

勤務費用 61,550千円 

利息費用 13,148千円 

数理計算上の差異の発生額 △68,344千円 

退職給付の支払額 △64,515千円 

退職給付債務の期末残高 829,333千円 



 

 

(2) 退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金及び前払年金費

用の調整表 

積立型制度の退職給付債務 - 

年金資産 - 

 - 

非積立型制度の退職給付債務 829,333千円 

未積立退職給付債務 829,333千円 

未認識数理計算上の差異 105,772千円 

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 935,105千円 

  

退職給付引当金 935,105千円 

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 935,105千円 

 

(3) 退職給付費用及びその内訳項目の金額 

勤務費用 61,550千円 

利息費用 13,148千円 

数理計算上の差異の費用処理額 △4,312千円 

その他 6,775千円 

確定給付制度に係る退職給付費用 77,161千円 

 

(4) 数理計算上の計算基礎に関する事項 

当事業年度末における主要な数理計算上の計算基礎（加重平均で表しております。） 

割引率 2.2％ 

 

３．確定拠出制度 

当社の確定拠出制度への要拠出額は、93,170千円であります。 

 

（税効果会計関係） 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

 
第40期 

（2025年３月31日現在） 

第41期 

（2026年３月31日現在） 

繰延税金資産   

退職給付引当金 292,894千円 294,745千円 

未払金 3,308千円 2,231千円 

賞与引当金 131,675千円 123,770千円 

業績連動賞与引当金 - 21,013千円 

役員賞与引当金 - 25,512千円 

未払法定福利費 15,190千円 14,929千円 

未払事業所税 4,044千円 4,309千円 

未払事業税 39,392千円 108,834千円 

未払調査費 99,432千円 76,472千円 

減価償却超過額 12千円 28,262千円 

繰延資産超過額 14,842千円 18,529千円 



 

未払確定拠出年金 2,352千円 2,396千円 

未収実績連動報酬 38,200千円 353,465千円 

資産除去債務 - 155,127千円 

前払費用 562千円 - 

未払費用 397,773千円 627,353千円 

繰延税金資産小計 1,039,682千円 1,856,954千円 

評価性引当額 - - 

繰延税金資産合計 1,039,682千円 1,856,954千円 

繰延税金負債   

資産除去債務に対応する除去費用 - 155,127千円 

前払費用 8,221千円 - 

その他有価証券評価差額金 4,231千円 7,951千円 

繰延税金負債合計 12,453千円 163,078千円 

繰延税金資産の純額 1,027,229千円 1,693,875千円 

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳 

第40期 

（2025年３月31日現在） 

第41期 

（2026年３月31日現在） 

法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の

負担率との間の差異が法定実効税率の100分の５以

下であるため注記を省略しております。 

同左 

 

３．法人税及び地方法人税に関する税効果会計の会計処理 

当社は、グループ通算制度を適用しているため、法人税及び地方法人税の会計処理またはこれら

に関する税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度を適用する場合の会計処

理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日）を適用しています。 

 

（資産除去債務関係） 

第40期（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日） 

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの 

該当はありません。 

 

第41期（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日） 

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの 

１．当該資産除去債務の概要 

本社オフィスの不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務であります。 

 

２．当該資産除去債務の金額の算定方法 

使用見込み期間を契約更新から10年と見積もり、割引率は2.4％を使用して資産除去債務の金額

を計算しております。 

 

３．当該資産除去債務の総額の増減 

期首残高 - 

有形固定資産の取得に伴う増加額 - 



 

時の経過による調整額 - 

見積りの変更に伴う増加額 492,154千円 

期末残高 492,154千円 

 

４．当該資産除去債務の金額の見積りの変更 

当事業年度において、当社が使用しているオフィス等の不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務で

ある資産除去債務について、直近の契約更改に伴う新たな情報の入手に伴い合理的な見積りが可能

となったため、原状回復費用に関して見積りの変更を行いました。この見積りの変更による増加額

492,154千円を資産除去債務残高に加算しております。 

なお、当該見積りの変更は、当事業年度末に行われたため、当事業年度の営業利益、経常利益及

び税金等調整前当期純利益に与える影響はありません。 

 

（セグメント情報等） 

第40期 

自 2024年４月１日 

至 2025年３月31日 

第41期 

自 2025年４月１日 

至 2026年３月31日 

[セグメント情報] 

当社は「投資信託及び投資法人に関する法律」

に定める投資信託委託会社であり証券投資信託の

設定を行うとともに「金融商品取引法」に定める

金融商品取引業者として運用（投資運用業）を行

っております。また「金融商品取引法」に定める

投資助言・代理業を行っております。 
 
当社は、投資運用業及び投資助言・代理業にこ

れらの附帯業務を集約した単一セグメントを報告

セグメントとしております。従いまして、開示対

象となるセグメントはありませんので、記載を省

略しております。 

 

[セグメント情報] 

同左 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

[関連情報] 

１. 製品及びサービスごとの情報 

単一のサービス区分の外部顧客への営業収益が

損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載

を省略しております。 

 

２. 地域ごとの情報 

(1) 営業収益 

（単位：千円） 

日本 その他 合計 

26,788,631 3,676,070 30,464,702 

(注) 営業収益は顧客の所在地を基準とし、国

ごとに分類しております。 

(2) 有形固定資産 

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借

対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております 

 

３. 主要な顧客ごとの情報 

当社は、外部顧客からの収益のうち、損益計算

[関連情報] 

１. 製品及びサービスごとの情報 

同左 

 

 

 

２. 地域ごとの情報 

(1) 営業収益 

（単位：千円） 

日本 その他 合計 

31,190,732 3,829,504 35,020,236 

(注) 営業収益は顧客の所在地を基準とし、国

ごとに分類しております。 

(2) 有形固定資産 

同左 

 

 

 

３. 主要な顧客ごとの情報 

(1) 投資信託の名称 



 

書の営業収益の10％以上を占める相手先がないた

め、記載を省略しております。 

東京海上・宇宙関連株式ファンド（為替ヘッ

ジなし） 

(2) 委託者報酬 

4,090,393千円 

(3) 関連するセグメント名 

投資運用業及び投資助言・代理業にこれらの附

帯業務を集約した単一セグメント 

 

（関連当事者情報） 

第40期（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日） 

１. 関連当事者との取引 

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等 

重要な取引はありません。 

 

(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等 

 
(注1)取引価格については、市場実勢等を勘案し、交渉の上決定しております。 

 

(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社をもつ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子

会社等 

 
(注1)取引価格については、市場実勢等を勘案し、交渉の上決定しております。 

(注2)資金の貸付については、ＣＭＳ(キャッシュ・マネジメント・システム)にかかるものであり、

適用金利は、市場金利等を勘案して合理的に決定しております。また資金の貸付に係る取引

金額は、当事業年度における平均貸付残高を記載しております。 

(注3)取引金額には、消費税等を含めておりません。 

 

(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る。）等 

重要な取引はありません。 

 

 ２. 親会社又は重要な関連会社に関する情報 

種類

会社等の

名称

又は氏名

所在地

資本金

又は

出資金

（USD）

事業の

内容

又は

職業

議決権

の所有

割合

関連

当事者

との関係

取引の

内容

取引金額

（千円）
科目

期末残高

（千円）

役員の兼任

米国・

ニュー

ヨーク

投資運用業

投資助言業
500,000

運用及び調

査の委託
直接100%

調査費等

の支払

(注1)

969,960 未払金 377,132子会社

Tokio

Marine

Asset

Management

(USA),Ltd.

種類

会社等の

名称

又は氏名

所在地

資本金

又は

出資金

（千円）

事業の

内容

又は

職業

議決権

の所有

割合

関連

当事者

との関係

取引の

内容

取引金額

（千円）
科目

期末残高

（千円）

同一の

親会社

をもつ

会社

東京海上

日動火災

保険

株式会社

なし

投資信託

の取扱

投資信託

に係る事

務代行手

数料の支

払(注1)

1,559,839
未払

手数料
496,183

役員の

兼任

資金の

貸付

(注2)

14,166,773

関係会社

短期

貸付金

19,384,558

資金の

貸付

資金の

貸付に

係る利息

受取(注2)

39,806
関係会社

未収収益
-

東京都

千代田区

101,994,694 損害

保険業



 

(1) 親会社情報 

東京海上ホールディングス株式会社（東京証券取引所に上場） 

 

(2) 重要な関連会社の要約財務情報 

重要な関連会社はありません。 

 

第41期（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日） 

１. 関連当事者との取引 

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等 

重要な取引はありません。 

 

(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等 

重要な取引はありません。 

 

(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社をもつ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子

会社等 

 
(注1)取引価格については、市場実勢等を勘案し、交渉の上決定しております。 

(注2)資金の貸付については、ＣＭＳ(キャッシュ・マネジメント・システム)にかかるものであり、

適用金利は、市場金利等を勘案して合理的に決定しております。また資金の貸付に係る取引

金額は、当事業年度における平均貸付残高を記載しております。 

(注3)取引金額には、消費税等を含めておりません。 

 

(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る。）等 

重要な取引はありません。 

 

 ２. 親会社又は重要な関連会社に関する情報 

(1) 親会社情報 

東京海上ホールディングス株式会社（東京証券取引所に上場） 

 

(2) 重要な関連会社の要約財務情報 

重要な関連会社はありません。 

 

（１株当たり情報） 

第40期 

自 2024年４月１日 

至 2025年３月31日 

１株当たり純資産額 687,513円86銭 

種類

会社等の

名称

又は氏名

所在地

資本金

又は

出資金

（千円）

事業の

内容

又は

職業

議決権

の所有

割合

関連

当事者

との関係

取引の

内容

取引金額

（千円）
科目

期末残高

（千円）

-

583,084

役員の

兼任

資金の

貸付

(注2)

17,246,691

関係会社

短期

貸付金

20,892,677なし

投資信託

の取扱

投資信託

に係る事

務代行手

数料の支

払(注1)

1,711,255
未払

手数料

資金の

貸付

資金の

貸付に

係る利息

受取(注2)

144,708
関係会社

未収収益

同一の

親会社

をもつ

会社

東京海上

日動火災

保険

株式会社

東京都

千代田区

101,994,694 損害

保険業



 

１株当たり当期純利益金額 125,679円97銭 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。 

（注） １株当たり純資産額の算定上の基礎  

 貸借対照表の純資産の部の合計額 26,331,781千円 

 純資産の部の合計額から控除する金額 － 

 普通株式に係る当期末の純資産額 26,331,781千円 

 １株当たり純資産額の算定に用いられた当期末の普通株式の数 38,300株 

   

 １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎  

 損益計算書上の当期純利益金額 4,813,542千円 

 普通株主に帰属しない金額 － 

 普通株式に係る当期純利益金額 4,813,542千円 

 普通株式の期中平均株式数 38,300株 

 

第41期 

自 2025年４月１日 

至 2026年３月31日 

１株当たり純資産額 722,805円94銭 

１株当たり当期純利益金額 135,624円02銭 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。 

（注） １株当たり純資産額の算定上の基礎  

 貸借対照表の純資産の部の合計額 27,683,467千円 

 純資産の部の合計額から控除する金額 － 

 普通株式に係る当期末の純資産額 27,683,467千円 

 １株当たり純資産額の算定に用いられた当期末の普通株式の数 38,300株 

   

 １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎  

 損益計算書上の当期純利益金額 5,194,399千円 

 普通株主に帰属しない金額 － 

 普通株式に係る当期純利益金額 5,194,399千円 

 普通株式の期中平均株式数 38,300株 

 

公開日    2026年７月10日 

作成基準日  2026年６月３日 

 

担当部署名 商品企画部 ドキュメンテーショングループ 

電話番号 03-3212-3089 

 

 



独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書 

2026年6月3日

東京海上アセットマネジメント株式会社 

取 締 役 会 御 中 

 

PwC Japan有限責任監査法人  

東京事務所 

 指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士 石 井 章 悟 

 
  

 指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士 奈 良 将 太 朗 

 

 

 

監査意見 

当監査法人は、金融商品取引法第 193 条の 2 第 1 項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社等の経理状況」

に掲げられている東京海上アセットマネジメント株式会社の 2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日までの第 41 期事業

年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記につ

いて監査を行った。 

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、東京海

上アセットマネジメント株式会社の2026年3月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績を、

全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

監査意見の根拠 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職

業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 

その他の記載内容 

その他の記載内容は、監査した財務諸表を含む開示書類に含まれる情報のうち、財務諸表及びその監査報告書以外の

情報である。 

当監査法人は、その他の記載内容が存在しないと判断したため、その他の記載内容に対するいかなる作業も実施して

いない。 

財務諸表に対する経営者及び監査役の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを

評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要

がある場合には当該事項を開示する責任がある。 

監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。 

財務諸表監査における監査人の責任 

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が

ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決

定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。 

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。 

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切

な監査証拠を入手する。 



・ 財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の

実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。 

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及

び関連する注記事項の妥当性を評価する。 

・ 経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結

論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外

事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいてい

るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。 

・ 財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかど

うかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計

事象を適正に表示しているかどうかを評価する。 

監査人は、監査役に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備

を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。 

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以  上 

 

 

（注） １. 上記の監査報告書の原本は当社が別途保管しております。 

       ２. XBRLデータは監査の対象には含まれていません。 

 


